
地域福祉活動計画（地区別計画）の取り組み（R６年度用）           令和７年１月１９日 

地区名 新津西部地区 

今

年

度

の

取

り

組

み 

・天神居場所立ち上げ打ち合わせ（4/20）、開所（6/8） ・「美善町茶の間の会」立ち上げ(４月) 

・地域福祉懇談会(5/11、1/19)  ・美幸町生活支援活動「ビジネスみゆき」(通年) 

・新栄町、緑町支え合い移動支援ふり返り(5/13、11/19) ・フレイル予防講座 

・さつき野 2・3、４丁目情報交換会(6/3) ・敬老祝いの訪問活動(山谷町 1、天神、美幸町) 

・歳末見守り事業打ち合わせ（7/1、9/26）、説明会（10/19）、古田町内会（11/9）、 

美幸町町内会（12/5）、山谷２.３丁目町内会（12/6）⇒実施:５町内会 

・支え合いのしくみづくり新津西部地区会議（11/18） 

 

 

課 

 

題 

・コミ協の子どもの居場所を試行してみたが、子どもを見守る人員について検討が必要である。 

・防災訓練の起震車体験は好評だった。現在は町内会を限定しているので全体でできると良い 

が、会場をどこにするかが課題である。 

・家族表が古く実態がわからない為、国勢調査と併せて家族表を取りまとめたい。(美幸町) 

・美善町のサロンを立ち上げたが参加者が固定しつつある為、PR の工夫が必要である。 

・個別避難計画については、災害時の助け合いについて検討が必要ではある。福祉専門職と一緒

に取り組む必要もある。 

・若手入社も無く人員不足である。配食サービス(区より受託)利用者が増えていない(ウェルケア) 

 

評 

 

 

価 

・町内会と民生委員連携による歳末見守り事業の取り組みを広げることができた(古田町内会、

山谷町１、山谷町 2.3、南町二区、美善町)。対象者からも喜ばれた。県外の家族にも話を伺え

た世帯があった。 

・敬老祝いに子どもと町内会で訪問し祝い品に添えた子どもの手紙は大変喜ばれた。(山谷町 1) 

・フレイル予防講座の参加者が増え、認知度が上がった。 

・「サロン天神」を立ち上げたことで町内の状況がよくわかるようになった。参加率も良く、コ

ミ協だより等の PR 効果があった。リハステーションてんじんとの関係も良好である。(天神) 

・「ビジネスみゆき」の活動が約 60 件に増え、依頼者から喜ばれている。(美幸町) 

 

 

 

活

動

の

様

子 

 

 

 

 

 

次

年

度

へ

向

け

て 

・緊急情報キット推進の継続・フレイル予防の推進の継続 ・子どもの居場所づくり検討の継続 

・生活支援(美幸町)、移動支援(新栄町)の継続 ・家族表を集めて様々な取り組みに活かしたい。 

・歳末見守り事業の拡充(配布物は新津西部地区全体の取り組みとして検討する) 

・新津一中との防災講座の継続(子ども達が主体的に学べるもの) 

・つながりの機会や見守り活動の推進(飼い犬等を介したコミュニケーション) 

・地域福祉活動をしたい考えはある。今後も地域福祉懇談会で情報発信していく(ウェルケア新津) 

［参加者］西部コミ協：蓮沼会長、奥山副会長、小菅副会長、内田副会長、江口事務局担当、 

新津西部民協：佐藤会長、 町内会：明間会長(天神)、中村会長(山谷町１)、田邊会長(山谷町 2.3)、 

五十嵐会長(南町二区)、 ㈱ウェルケア新津：杵鞭社長 

秋葉区社協：横山事務局長補佐(地区担当)、加藤(支え合いのしくみづくり推進員) 

天神笑和会「サロン天神」 

会場:リハステーションてんじん 

 

新栄町・緑町支え合い移動支援 

(ほっとサポートしんえいとの連携) 

ほっとサポートしんえい 

利用者もサロンに参加 

歳末見守り事業 

説明会(コミ協) 

 

移動支援全体ふり返り 

 

歳末見守り会議(古田) 

歳末見守り説明会(山谷町 2.3 丁目) 


